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一一《論文要旨》
1890年代頃から 1930年代まで社会問題本が多数刊行され続けられてきたにもか
かわらず，それがあまり意識されていないのは，時代により社会問題という概念が，
社会主義やマルクス主義，さらには社会政策などによって覆われてしまっているか
らである。現在，そのままの構図で済ましておくと，社会主義やマルクス主義の衰
退とともに，明治期からの膨大な社会主義本だけでなく，社会問題本についても，
その営為が軽視され，忘却の彼方jこ追いやられかねない。なぜ戦争と人権抑圧を防
げなかったのかという問題に挑み，現在の社会問題に対処するための一助とするた
めにも，社会問題本をそれ自体として位置づける必要がある。現在では，社会問題
の多くが，人権問題として総指されて，これらの時代の営為も人権の歴史としてま
とめられてしまうことが多いが，当時は，社会問題は人権問題としては捉えられて
いない。本稿では，社会問題の内容の変遷と社会問題への対処，特に社会主義との
関わりについて，社会問題本を題材として論じる。また戦前の「社会」の氾濫がど
のような意味を持っていて，それが人権の概念にどう関係するのかについても考察
する。
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本の社会科学
戦前は，社会問題本の宝庫である。それは 1890年代頃からはじまり 1930
年代まで続く。このような社会問題本の豊富で多岐にわたる内容があまり意
識されていないのは，時代により社会問題という概念が，社会主義やマルク
ス主義，さらには社会政策などによって覆われてしまっていあからである。
社会主義やマルクス主義に覆われた歴史について，社会主義やマルクス主義
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が，当時の社会問題の解決に果敢に挑戦した大きな流れであることを確認し，
その時代における正当性会強調しておくことは必要である。しかし現在，そ
のままの構図で済ましておくと，社会主義やマルクス主義の衰退とともに，
明治期からの膨大な社会主義本だけでなく，社会問題本についても，その営
為が軽視され，忘却の彼方に追いやられかねない。この時代の真撃な態度と
知恵、を学び直すことにより，なぜこれだけの社会問題本が出版され，力強い
問題意識が明確に存在していたのにもかかわらず，戦争と人権抑圧を防げな
かったのかという問題に挑み，また現在の社会問題に対処するためにも，社
会問題本をそれ自体として位置づける必要がある。
現在では，社会問題の多くが，人権問題として総括されて，これらの時代
の営為も人権の歴史としてまとめられてしまうことが多いヘしかし，天賦
人権の主張から自由民権連動を経て強まっていった社会問題への自覚と対応
にもかかわらず，当時は，社会問題は人権問題としては捉えられていない。
もちろん，その主な理由は，日本に限らず，人権が現在ほど包括的で普遍的
な概念となっていなかったこともあるが，社会問題の解決が社会主義やマル
クス主義などに委ねられ，人権概念の役割が小さかったことにある。労働問
題などの社会問題の解決には，生存権，労働権，全労働収益権などの権利概
念は使われたが，人権概念はほとんど使われない。戦前に「人権探欄問題」
というと，拷聞など警察の取り調べなどでの「行き過ぎ」の問閣となり，そ
れも，共産党に関係したとされた人々などは，いわゆる「国体杏定者」の
「テロリストJとして，その扱いは「人権外」とされ， I人権探闇問題」でさ
えも扱われなかった。このような事実を踏まえると，当時の社会問題を人権
問題として総括してしまうのには一定の留保を必要とする。
以下，本稿では，社会問題の内容の変遷と社会問題への対処，特に社会主
義とのかかわりについて，社会問題本を題材として論じる。また戦前の「社
会」の氾濫がどのような意味を持っていて，それが人権の概念にどう関係す
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るのかについても考察する。
1 社会問題本の変遷
まず，今回作成した社会問題本の年表について説明するヘ
この年表は，明治期から終戦までの社会問題に関連した書籍と，社会問題
に関するルポルタージュやノンフィクション本を左の欄にまとめた。そのう
ち一般的に社会問題本の代表とされる松原岩五郎『最暗黒の東京~ (1893 
(明治 26) 年)，桜田文吾『貧天地鰻寒窟探検記~ (同年)，横山源之助『日
本の下層社会~ (1899 (明治 32) 年)，農商務省商工局編『職工事情~ 1903 
(明治 36) 年，細井和喜藤『女工哀史~ (1925 (大正 14)年)の5冊は太字
下線で示した。
「社会主義やマルクス主義の理論書や紹介本J，そして「社会小説，社会主
義小説，プロレタリア文学Jはそれぞれ別の欄とした。というのも，従来の
研究では，社会主義本やプロレタリア文学の歴史が主流とされ，社会問題本
は中心に据えられておらず，社会主識やマルクス主義の関連本に溶け込むか，
それらの「言い換え」とされるか，あるいは社会主義本やプロレタリア文学
の前史として位置づけられてきたからであるω。もちろん，ここでの社会問
題本と社会主義本との境界や，ルポルタージュと文学の境界はそれほどはっ
きりしたものではない。この年表では，社会問題本を中心に年表を作成した
が，社会主義本やプロレタリア文学については，最盛期での出版数が膨大な
量にのぼることもあり，その代表的なもののごく一部しか掲載していない。
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社会小説，社会文学， 関連事項
社会問題本 社会主義本 社会主縫文学・プロ *団体は設立年，
レタリア文学 雑誌は創刊年
1873 M6 
トクヴィル(小幡篤次郎訳〉
『上木自由の愉』小幡篤次郎
1874 M7 『明六雑誌』
1875 M8 
津田真道「死刑論.I， I!藷娼論」
『明六雑誌』
1878 Mll 
ミル〔深附内恭訳)r!JJk同
権論』山中市兵衛
1879 M12 
(横山初沢) r英国 f~ll論岨第
u丸屋普七等
1880 M 13 
外山正一『民権弁惑』外山正
『六合雑誌』
松村操『東京穴探』思誠盆，
スベンサー(松島剛訳)r社
小崎弘道「近世社会党の
1881 M14 会平権論』報国払スベンサー
原因を論ずJr六合雑誌』
(井上勤訳)r女権真輸J)恩誠
堂
久松定弘『理想境事情
社会党沿革』進学舎， Jit 
スベンサー(来竹孝太郎言R)
田潜『財産平均諭』春陶
堂， (西河通徹訳)r露園 東洋社会党，車会
1882 M 15 「社会学の原理』経済雑誌社1
虚無免事情』競錦堂，ウー 党
加藤弘之『人権新説』谷山楼
Jレセイ(宍戸義知訳)
「古今社会党沿革説」弘
令社出版局
スベンサー(大石正己訳)
『社会学』是我書房，植木枝 成長(エンマン)(栗原
1883 M 16 盛『天賦人権弁J栗田信太郎， 亮一訳)r草命新論』松
馬場辰猪『天賦人権論」馬場 井忠兵衛
辰猪
両橋義雄『日本人穣改良論』
1884 M 17 石川半次郎，有資長城『社会
学」東洋館
1885 M 18 
宮崎夢柳編『虚無党実伝
記鬼暇暇』旭橋活版所
田口卯吉『日本の立匠及的交，
1886 M 19 
一名・社会改良輪』経済雑誌 外山正一『社会改良と耶
社， I東京府下貧民の真祝」 蘇教の関係』丸善書広
「朝野新聞』
羽田高英『風俗人情現時社会
の実情』東洋館，末兼八百吉
『日本情交の変遜』晩青堂.
1887 M20 
ホーセット(大野也捕訳) 国家学会， r国民|
『貧困救治論』有隣Y.，辰巳 之友』
小二郎『函洋日本主権治草史』
哲学書院，横1雅男『婚姻論』
女学雑誌社出版
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ワ ド(ー宅雄郎訳)r社
会学』文海堂ほか，鈴木梅四 岩田徳義『社会改良論J
郎「大阪名鶴町貧民窟視察官~J 江藤書庖，和田垣謙三
1888 1M 21 I r時事新報J.植木枝盛「売淫 「講壇社会党Jr国家学会
公許の事を論ずH国民之友J. 雑誌J.岡田良平「社会
犬養毅「高島炭鉱の実況J 主義の正否Jr哲学会雑
『朝野新聞』 辻叫dn 
河田鱗也『円本女下進化論』
河田鱗也，楠木枝擦『東洋の
18891M22 婦女』佐々城豊寿，愛凶余史
『廃娼存姐大議論の結局』沓
籍行商社
民谷吉次郎『社会学』博文館，
酒井雄三郎「社会問題Jr園
1890 1M 23 民之友J.サンガー(土屋柳酒井雄三郎「社会党の速 ム
平沢)r万国娼妓沿革』輿論動Jr国民之友 職工義友冨(アメ
社，北公輔「足尾銅山抗夫の 』 リカ).r廃娼」
惨状」『読売新聞』
18911M24 加藤政之助『欧米婦人の状態1 石谷斎蔵『社会党演閲』
加藤政之助 石谷斎蔵
へンリー・ジョージ(江口二 ドーソン(光吉元次郎
1892 I M25 省訳「社会問題山総』自由社一訳)r国家社会制』哲学 東洋自由党，社会
「社会問題の新潮H闘民之友」 書院ー斯波貞吉「国家的 問題研究会(佐藤
社会論』富山房 勇作ら).t万朝報」
松原岩五郎『最暗黒の東京』
民友社.桜周文膏『貧天地餓
寒窟探検配』日本新聞社，下
村房次郎「目:本の社会事L蝶並 民友社編『現時の社会主
救済法』交通学館，へンリー・ 義』民友社，薬師寺政次
18931M26 ジョージ〔角田剛一郎訳) I~' 望月彰『社会的経論
『土地問題』内IU老鶴岡， 策』文海堂，酒井雄三郎
イエット(青山大太郎など訳)I ~~社会主義」と「近世文
『日本農民の波弊放其救治策j 明」との関連に就きて」
背山大太郎. '〆ふブオンス 『国民之友』
(吹田鯛六訳)r労働問題』経
済雑誌社
グラハム(森山信規訳)
1894 1M 27 金井延『社会問題J専修学校 F新旧社会主義』健文館，
長沢別天「社会主義一斑」
「日本人』
渡港為蔵「婦人と職業」民友
1895 1M 28 社出版，安部磯雄「社会問題 北岡朔助『社会革命論』 悶悶鍬諮「下流の細
と慈善事業H六合雑誌』 社会学会(高知県〉 民と文士H青年文』
「東京の貧民JW時事新報J.I . ___"^'~ _ ，，_ I FH陥i綴:j1{rヒユーマ 社会学会，社会政
1896 1M 29 高瀕真卿『来京Ii<i化隊創業記』 大西祝「社会主義の必要書jI :ニチー H青年Y:J. 策に関する研究会
東京感化院院司 『六合雑誌』 堺刑Il!聖「望郷台JI (M301こ社会政策学
「読売新聞』 会となる).平等会
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松原岩五郎『社会百方面』民
友社，ホプソン(遠班十郎訳〉
「貧民問題J東光館.牛山才
治郎「工場巡視記Jr時事新 労働総合期成会，
報J.J!l!商務省商工局編 n
本城iE琢「日本社会の将
職工務友余，鉄工
場及職工に関する通弊一斑J 級合，社会政策学
1897 M30 有隣堂，田島錦治『日本現時
来J公愛社，片山潜『労 潟山栂牛「所鵡社会 会，社会問題研究
の社会問題』束翠蛍，片山潜
働者の良友明撤の伝』告 小説を論ずJF太陽』
会(中村和1郎ら).
『英国今日の社会」密醒社，
んぐすれい館 『労働世界~. ~社
川上滑「労働保護論」東華堂， 会雑誌』
留岡幸助「感化事業之発達』
警醒社，松村介石『社会改良
家列伝』響醒社
安違憲忠『乞児悪化の状況」 内田魯庵r<れの廿
安達窓J忠，石井十次『岡山孤 八日Jr新著月刊J.
児院」岡山孤児院活版部，庭 安部磯雄「虚無党無政府 尾崎紅葉『金色夜文』 社会主義研究会.
1898 M31 田源八「鉱毒地鳥獣虫魚被害 党及び社会党Jr労働世 春陽堂，徳富盛花 社会学研究会，貧
実記J.佐藤桜哉『上毛孤児 界』 開如帰jr国民新聞ム 民籾究会
院』警醒社，田岡嶺雲「社会 金子筑水「所開社会
問題H文麿J 小説H早稲田文学J
横山源之助『岡本の下属社会』
数忍!t.横山源之助『内地雑
局後の日本』労働新聞社，主F
福井準造『近世f社会主義』
出鰹二郎『東京風俗史』寓山
房.r社会道徳に関する統計 有斐閣，村井知至『社会
1899 M32 表』大塚泉弥，富田静太郎
主義」労働新聞社.豊原 田岡敏雲『筏雲揺曳』 『大阪週報，H.r社
又男『資本と労働の閥和』 新声社 会』『貧民救済制度意見」富田静
魁真楼，桑田熊蔵「欧洲
太郎，ガルスト(単税太郎)
労働問題の大勢』有斐閣
『単税経済学』経済雑誌社，
呉文聡「本邦貧民の状態」
『社会』
島田ニ郎，木下尚江『廃娼の
急務J博文館，坂常三郎編
『娼妓存廃の断案』社会研究
会.和田鎖司『娼妓と人権』
田岡嶺雲，宮崎来城
開拓社，スミス〈呉文聡訳〕
久松義典『近世社会主義 『侠文章』大学館，
社会主遺書協会，貧
1900 M33 「社会統計学』東京専門学校 民研究会.協同親
出版部，木下尚江「足尾鉱議
評論」文学同窓会 望書徳秋水「自由党を
和会，二葉幼稚闘
問鰯』毎日新聞社，島村満都
祭る文H万朝報J
夫『社会改良論』静修館，留
岡謬助綴nま獄改良:段獄日
晦日の為I~J 欝醍社
安部磯雄『社会問題解釈法」
東京専門学校出版部，片山潜， 幸徳秋水『ニ+世紀の怪
西川光二郎「日本の労働運動』 物帝国主義」審理社，島
労働新聞社，柳淑勤介「社会 国三郎『世界の大問題;
中江兆民「一年有半』
外の社会積多非人』大学館， 社会主義紙評」書面社，
博文館，久松義典
1901 M34 松本隆海編「足尾鉱毒惨状商 久松義典『最近国家社会 「社会小説東洋社会
社会民主党
報』青年同志鉱毒調査会，正 主畿J文学同志会，酉川 党』文学問志会
岡芸陽『鳴JI!ji売淫国』新声社， 光二郎「社会党」内外出
佐藤儀助編「弱者の声」新声 版協会，黒岩涙香『理想
社，久松狽堂「社会研究新輪』 国主意書」朝報社
文学問志会
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原田道寛(東風) r木賃宿~.
「貧民窟~. r乞食」大学館，
大原祥一『軍士会開賜』秀英合，
江東陰士『嘘呼三十五高の霊」
矢野竜渓『新社会」大目
戸田学齢館，松本英子『鉱毒
地の惨状』教文館. r工場開
本図書.煙山専太郎「近 幸徳秋水「兆民先生』
盗要領』第一版，農商務省商
世無政府烹義』東京専門 博文鰍，幸徳秋水 社余問題競究余，
1902 M35 
工局.佐藤俄助編『亡国の縮
学校出版部，酉川光二郎 『長広舌」人文社，内 「社会学~ cr社会」
図」新声社，パレット(田中
『人道の戦士社会主義者 国魯庵『祉会百面相』 改題〕
太郎訳)r開明諸国に於ける
カール・マルクス」中庸 博文館
感化事業Hl'i醸枇，シぷーン :il!:寄腐
ベルヒ(依田昌吉，草鹿丁卯
次郎訳)r工業的労働者問題』
経済雑誌社
幸徳秋水「社会主義神髄』
朝報社，安部磯雄『社会
主義輪」片山潜，商川光 徳富盛花『黒潮』黒
良商務省商工局編『職工事情』 二郎『寓の!E申1.1平氏本士， 潮社，児3i花外「枇
農商務省商工局，川上峨山 山口孤貴Ijr破帝国主義」 会主義詩集』社会主
「魔窟の東京』国民評論社. 鉄鞭社，片山潜「我社会 義図書部，金尾文淵
りギ慣ール(前団長太訳〉 主義J社会宗務図書部， 堂，磯野徳三郎「文 平民社.週刊『平
1903 M36 
『社会問題』畠平館.香月散 片山潜『都市社会主義J 明の大破壊，社会主 民新聞~. r社会主
士『暗黒社会』博成書院.守 社会主義図書部，矢野竜 義新小説』博文館， 議~ cr労働世界J
屋源次郎『独逸社会史:附・ 渓「社会主義金集」現代 ベラミー(平井広五 改題〕
社会改良の方策』実業之日本 社，内村鑑三「恭督教と 郎訳)r百年後の新
社，久松調堂『社会学問答』 社会主義』聖書研究社. 社会」警醒社，坂本
文学同志会 ゾンパルト(神戸正雄訳) 健一編「社会文学辞
『十九世紀に於ける社会 典』宝文館ほか
主義及枇会的運動J日本
経済社
平民社同人編「社会主義
木下尚江『火の桂J
泰徳秋水「東京の木賃宿」
入門」平民社，商川光ニ
平民社，木下尚江
「週刊平民新聞~. r工場調牽 郎「土地固有論』平民社， 『良人の自由』平民
要領』第二版.民商務省商工
幸徳秋水『社会民主党建
社，福田英子『妾の
設者ラサール」平民社.
1904 M37 局工務課，ゾラ(堺利彦訳)
田添鉄二『経済進化論」
半生涯」福田英子. 「直言」
「労働問題』審問:i.爾岡事
平民社，マルクス，エン
小杉来臨『陣中詩篇』
助「戦時と下層社会Jr警察
ゲルス(幸徳秋水，堺利
楢山房.モリス(堺
協会雑誌」
彦訳)r共産党宣言H平 軍l彦訳)r理想郷』
民新聞」
平民社
松岡荒村『荒村遺稿』
ベルゲマン(稲垣末松訳) 山口孤剣『社会主義と婦 国光社，田岡嶺雲 国家社会党. r新
1905 M38 「社会的教育学綱要』大日本 人」平民社，平民社関人 『最中観』鷺山房， 紀元~. r光~. r火
図書 縮 r1事命婦人』平民社 稲田英子『わらはの 綬』
思い出」平民寄房
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河上肇『社会主義評論』
読売新聞社，北一輝『凶
体論及び純正社会主義」
松崎朴骨Lf方禄~J 精美館. 北一輝，山路愛山『社会 };b崎藤村『破成.1.1: 
主義管見』金尾文淵堂， 日本社会党. w社
1906 M39 郁文舎編納所編『社会新辞典」
久津見蕨村『無政府主義」
出昼，中1，"狐島『新
会主義研究』
郁文舎
平民書房.宮崎民蔵 r:t気運』平民脅房
地均享人類の大権』新進
書局，豊崎善之介『社会
主義批評』警醒社
君事徳秋水『平民主義』
荒畑寒村『谷中村滅亡史1平
隆文館，ドイツチ
(竿i¥秋水沢) ~~I'悠
民香房.森近辺平「大阪巡航
堺利彦，森近連平『社会 鬼央:革命奇談』降
会社の亡状H大阪平民新聞.1.
主義綱要』鶏声社，福田 文館，白柳秀湖「駅
1907 M40 金子喜一『海外より見たる社
徳三「経済学研究』同文 夫日記JW新小説.1.
界婦人.1.W平民新
会問題』平氏古扇町 J;f子立
館 主t焔'l1村「舞ひ担~J
「北海道移民の悲惨J~平氏新
『平氏新聞.1.山口孤
閑」
剣「父母壱蹴れJ
「平民新聞」
田添鉄二『近世社会主義
白柳秀湖「鉄火石火』
史』相震社，木山熊次郎
『泰西に於ける救貧と防貧の 『社会主義運動史』忠文
際文館，木下尚江
1908 M41 
事業』内務省地方局 舎，山路愛山「現時の社
『乞食』昭文堂，上 『社会政策学会論
司小貴Ijr灰燈」春陽 叢」
会問題及び社会主義者J 亙ム~
『独立評論』
クロポトキン(平民社訳) 白柳秀湖 r;拡昏』畑
井上友一『救済制度要品』博 「麺麹の略取』平民社， Ild， 徳盲目宜花『寄
1909 M42 文館，小山東J!H社会進化論』 フェリー(樋口秀雄訳) 生木』警雌社.{玉川 「自由思想』
博文館 『社会政策と近世科学』 啄木「食うべき詩」
金港堂 『東京毎日新聞J
木下尚江『火宅」弘
『工場衛生調護資料』農商務 学館替厨，石川啄木
省工務局，留岡帯助『枇会と 河田嗣郎『社会主義論』 「一握の砂J東雲堂
1910 M43 
人道」警醒社，河困問郎『婦 宝文館，赤羽ー〔巌穴〉 書膚，田岡横雲『病
人問題』隆文館，鈴木文治 『良民の福音』自由活版 中放浪J玄黄社， リ
「東京浮浪人生活JW東京朝日 所 ヒチJレ(勝屋島併せ訳)
新聞.1(-1911) 『社会主義が実行さ
れたなら1天吉岡
秋岡雨雀『幻影と夜
戸田海市『社会主義と日
幽』新陽堂，幸徳秋
ノ'krJ.lil守抹般論jjJ-j 
田中太郎『泰西社会事業視察 本国民』博文館，レゼー
午:BI版社.木下尚江 社会党，浮浪人研
1911 M44 記』田中太郎，安藤陽洲『背 (教学研鈴和仏協会訳)
『法然と親知J金尾 究会.f青革審』
年必読公娼退治』積五蛍 『社会主義と自由思想』
文淵裳，平塚欝鳥
教学研鎖和仏協会
「元始女性は太陽で
あ勺たH背糖」
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堺利彦『売文集J丙
村上助三郎『東京闇黒記』京 午出版社，石川啄木
北社，続編，興文館，内務省 『悲しき玩具』東雲
社会局『細民調査統計表』内
ベートリ(友岡久雄訳)
堂書腐， 田岡嶺雲
M45 務省社会局，知久泰盛『人生 『数寄伝』玄黄社， 友愛会，帰一協会，
1912 
TI 探訪変装記』崇文館，小河滋
『マルクス価値論の社会
大杉栄「本能と創造」 『近代思想』
次郎「社会問題救世m十訓ij:lt 的研究』弘文堂書房 「近代思想J.荒畑寒
文館，永)1柳太白川社会問題 村「艦J氏II近代思
と植民問題』新興主l 怨.1.平 LU1陸 liíi~主
道Hスバル』
飯島幡司「社会問題の根本概
秋田雨雀「埋れた春1
念』宝文館.，-iD;HJli r街生学
春陽堂.平出修「逆
上より見たる女工の現況』園 カウツキー(堺利彦訳) 日本社会学院，
1913 T2 家医学会，和田芳子『遊女物 『社会主義倫理学』丙午
徒H太陽J，石川啄
『日本社会学年報J.
語』文明裳，湾藤殴育『闘殺 出版社
木『啄木歌集』東雲
『新真婦人』
論』巣園学舎出版部，山本美
3量寄席，大杉栄「野
越乃『労働問題』巌松堂書腐
獣Jr近代思想』
鈴木千代吉『社会問題煙害論』
肥料研究会，知久政太郎『変
佐藤正編『マルクスとエ 小川未明『底の社会
装探訪世態の様々』一誠堂書
ンゲルス』赤城正蔵，佐 へ』岡村~t広，有応
底，山室市平 l社会腕情論』
政正『近世社会運動』赤 武自1II お米の死」
1914 T3 
警醒社，氏l国佐蔵「結核と社
域正蔵，アダムス等(安 『白樺J.荒川義英
会問題』医海時報社，松野恵
部磯雄訳)r労働問題及 「廃兵救慰余Jr近代
蔵「国家社会と溺容の関係』
サンディカリズム』大日 思想.1， 中村吉蔵
銀座会館，ヘンデルソン(采
本文明協会 「剃刀H中央公論」
原基訳)r社会政策概論』大
日本図書
松崎天民『ベン尖と足跡』泰
文社，賀川忠彦『貧民心理の
研究』警醒社，安部磯雄『最
神戸正雄『社会主義及社
近の社会問題』日月社，カア
会的運動』広文堂書底，
徳永保之助「新戦場」
1915 T4 ベンター(堺利彦訳)r自由 「新評論.1，秋田雨筏
社会の男虫:WH~U 東24堂書jg， 土屋奥『英国労働不安』 「ねの野H中央公論』
宮嶋資夫「職業術Jr近代思 ill'応義塾出版局
想J.宮崎資夫「労働者の障
害Jr近代思想』
宮崎資夫『坑夫』近
河津退編『最近社会政策:金 代思想社，荒畑寒村
井教授在職二十五年記念J有 『逃避者』束雲堂書
斐閣，ワォード(藤森逮三訳〉
大杉栄『労働運動の哲学』
庖，江馬修『受難者』
1916 T5 『ワォードの社会学J殿松設
東雲堂書居
新潮社，平沢計七 労働者問題研究会
書眉，キング(同制佐m訳) 「工場法Jr労働及照
『教育と社会』大H本文明協 :U.大庇JI々子
会 『等監の初旅』山1-
屋書底
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河上肇『貧乏物語』弘文堂書
房，河田嗣郎『社会問題及社
会運動』附録〈ゾムパJレト 宮本百合子『貧しき
「無産階級輸，何故亙米利加 安部磯雄『欧州社会党の 人々の群』玄文社，
に社会主義なき乎J)岩波書
現状」泰山房書庖，クロ 有島武郎「カインの
1917 T6 庖.エJレウッド〈帰一協会訳
ポトキン(大杉栄訳H相 末商Jr新小説.1.小編)r社会問題の建設的解稗』
互扶助論J蒋陽堂 川未明「密告淡」博文館，桑田熊蔵『欧洲辰近
『文京世界Jの社会問題』有斐閣，伊丹万
畏『委婦労働問題の研究」厳
松堂書庖
河上竪『社会問題管見』弘文
堂書房，社会政策学会『婦人 秋田雨省『三つの塊』
労働問題』同文館，上村行彩 :x.昭蛍，小川未明
『売られゆく女:公娼研究』 布施勝治『館国革命記』 『小作人の死』春陽
大鐙閣，村島帰之『ドン底生 文雅堂， クロポトキン
堂，伊藤野枝「転配1918 T7 活』文雅堂，姻江帰一『労働 (三浦関造訳)r革命の巷
「文明批評.1.平沢計問題十論』東京宝文館，帰一 より』文昭堂
七「赤毛の子Jr社協会編『社会問題と教育問題』
会改良』惇文館，鈴木梅四郎『皇室社
会新政』実生活社出版部
生田長江，本間久雄『最新社
会問題十二議』新潮社.r社 山川均『社会主義者の社
会問題叢書J(全8巻〕福永 会観」按文閣，マルクス 平沢計七『創作労働 大原社会問題研究
書庖，タウジ(堀江朔訳) (生回長江訳)r資本論』 問題』海外植民学校 所，啓明会，協調
『社会問題』大日本文明協会， 緑業社，宇野宙人「社会 出版部，江口浪『労 会，大日本労働総
姉崎正治『宗教生活と社会問 主義とデモ?ラシー』船 働者誘V'J.!東京刊行
問販友愛会，事r婦
1919 T8 題』通俗大学会，深海豊二 坂米木Uli. I両畠素之『社 祉，沖野岩三郎「宿
人協会.r社会問
『無産階級の生活百態』製英 会主読と.illiイじ論』売文社， 命』福本書庇，大杉 題研究~. r社会主舎出版部，小川二郎『どん底 高畠ぷ一之『マルクス学研 栄『獄中記』春陽堂，
畿研究J.r国家社社会』啓正社，平沼淑郎『社 究』公文書悦カウツキー 宮地嘉六『煤煙の臭
会主議J.r解放』会及社会問題研究』東盛堂書 (高畠素之訳)rマルクス ひ』天佑社
庖，賀川豊彦『精神運動と社 資本輸解説』三回書房
会運動』警醍社
『現代社会問題研究~ (全 25
巻〕冬夏社，同文館，高畠素
之『社会問題U総覧」公文書院，
小泉信三『社会問題研究』岩
波書庖，三浦周行『国史上の
堺利彦，山川均「マルク
秋田雨省『仏陀と幼
社会問題』大鐙閣，天野藤男 児の死』叢文閣，賀 新婦人協会， 日本
『地主と小作人:良村社会問 ス伝』大鐙悶，ベラミー 川豊彦『死線を越え 社会主義同盟，婦
題』二松笠，小川郷太郎『社
(堺利彦訳)r社会主義の
亡』改造社，宮地嘉 入社会問題研究会.
1920 T9 
会問題と財政J帝園地方行政
世になったら」文化学会
ノq減る職工の手記』 l日本労働年鑑.1.
学会，エルウッド〈帰一協会
出版部，スパルゴー〔浅 ~英閣，宮地嘉六 『日本社会衛生年
野趨訳)r過激主義の心
『肱浪者富蔵』新潮 鑑』訳)r社会問題の改造的解鰐」 理』目;本評論社
博文館，窪田文三『現代日本 社
と社会問矧』閥文館，神戸正
雄『社会問賄』日本図書出版，
ヘッカア(波多野鼎訳)rロ
シア社会学』猿英閣
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山川均『レンとトロ
米田庄太郎『現代社会問題の
ツキー』改造払メンガー
(森戸辰男訳)r近世社会 大杉栄『正義壱求め
社会学的考察」弘文堂書房， 主義思想史』我等社，河 る心」アルス，樟田
1921 T 10 
安部磯雄『社会問題概説」早 上盤『唯物史観研究』弘
光造「大地の岬吟」 日本労働総同盟，
稲田大学出版部，吉田只次 大開館魯底，白鳥省 「種蒔く人』
『貧乏人根絶論』社会主義発 文堂，依野学『枇会制度 寄「察後の巣』精望書
行所 の諸研究」同人社，エル 替院
ツパツヘル(若山健二訳〕
『無政府主義論」衆英閣
福田徳三「ポルシェヴィ
水野和一「社会問題概説J博
ズム研究」改造社，寓烏 中西伊之助『緒土に 金園水平社， 日本
新三郎，相聞陵太郎『改 努ぐむものJ改革華社，
愛社，佐野学『日本社会史序 造恩銀十二講J新潮社， 前田河広一郎『三等
共産党，岡本農民
1922 Tll 
論」同人社書眉.長谷川如是 北沢新次郎「社会思想と 船客』自然社，高倉
組合.神奈川県匡
閑『現代社会批判』弘文堂書 其人々』稲門堂書唐，レー 輝『女人焚殺』アル
済会，横浜社会問
房，天川佐吉郎「小作人の生 ドラ(堺利彦択)r世界 ス，宮崎資夫『第四 題研究所， r社会
援H積蒔く人J 社会主義運動の現勢J7 階級の文学』下出番 ，恩苦ur，無産階級4
ルス，有鳥武郎「震宮一 府
『前衛J
つH改造』
『同入社社会問題談番J(全4 金子洋文『地獄」自
巻〕同人社害唐.鈴木賀一郎 マルクス，"'-ンゲルス
『不良少年の研究J大鐙閤， (堺利彦訳)r，共産党宣言」 然社，前田河広一郎
葛岡敏「どん底よりJ白君臨社， 社会制度研究会，山川均
「赤い馬車』自然社，
東京市社会局編『東京市内の 『資本主義のからくりJ 加藤一夫「成無』春
1923 T12 木賃宿に関する調査』東京市 僚友社，レーニン(茂森
秋社，江口換『恋と 『大原社会問題研
社会局，神代峻通『社会問題 唯士訳)rレーニン論文 牢獄』新潮社，平林 究所雑誌』
十五都』教育研究会，山田単 集」日本評論社)， 山川 初乃輔「無産階級の
次郎『社会問題の研究』法制 菊栄『繁明期のロシア』 文イ凶早稲田泰文社.
時報社，本間久雄『婦人問題 総文館 大杉栄「自叙伝』改
十締』東京堂書腐 造社
種蒔告社編『種蒔き雑記:f!!. 山川均『無産階級の政治
戸の殉難者を哀悼するために』 運動』更生閤， (郡山率 金子洋文『鴎』金星
種蒔吉社，小河滋次郎『社会 男訳)r社会主義か資本 裳，宮崎資夫『黄金
事業と方面委員制度』厳松蛍 主義か英国識会輪酎速 地獄』万有社，前田
産業労働調査所，
1924 T13 
mJ苫，木村埼二『飢えたる皮 記』東西社.白雲楼学人 河広一郎「大暴風雨 『社会学雑誌J，
民』ニ松堂書庖，生江孝之 「怪傑レーニンJ大日本 『文芸戦線J，r社
「社会事業綱要」巌松堂書底，
雄弁会，マルクス(水谷 時代」新詩壇社.細 会主義研究J，rマ
何回嗣郎『家族制度と婦人間
長三郎訳)rゴータ綱領 国民樹『或兵卒の記 ルクス主義」
題』改造社，那須崎『農村問
批判』内外出版，西雅雄 録」改造社，麻生久
題と社会理想』岩波容腐
「英国労働党発趨史J白 『繋明』新光社
揚社
細些担蓋lL!重Eエ~卑ù&謹
盆， r社会問題波書J(全 10 「大杉栄全集J(全9巻+
巻)文化学会出版部，河田嗣 別場〉大杉栄全集刊行会，
郎『社会問庖体系J(全8巻〕 平野義太郎『法律におけ 荻原恭次郎『死刑宣
有斐閣，長谷川良債編『社会 る階級闘争』改造社.木 告」長隆舎寄居，秋
政策大系J(会 10務)大東出 村靖二『日本農民騒動史』 悶雨後「骸骨の舞跳』
版社， r横手社会衛生殺害」 ニ松堂替腐，宵野挙吉 議文閣，中西伊之助
1925 T 14 
(金21巻)金原商会，椎名竜 「無産政党と社会運動」 『この罪を見よJi'! 農民労働党， r労
徳『生きる悲哀」鶴声社.商
白揚社，山川均『無産政 芳閣.新居格『労農 働年鑑J，r大衆J，
畠素之『社会問題辞典」新潮
党の研究」捜文閣，上村 ロシアの芸術論」日 『社会学研究」
枇，チンニース(安倍治訳〕
進『労農露関革命感法輪』 本フェピアン協会.
「欧州社会問題の発達」中外
ミ三~閥， ゾンバルト(林 トロッキー〔茂森喰
文化協会，山中篤太郎「日本
要訳)r社会主義と社会 士訳)r文学と草命』
労働組合法案研究』岩波書唐1
運動」同人牝トロッキー 改造社
今和次郎ほか「本所深川貧民
(勢田洋訳)rレーニン回
窟付近風俗採集H婦人公輸』 怨記』エルノス
( 197) 63 
政経論叢第85巻第3・4号
大宅壮一編『社会問題諮座』 麻生久『無産政党とは何 i¥'!山嘉樹『海に盆く
(全 13巻)新潮社，森光子 ぞ:誕生せる労働島民党」 る人々』改造社，薬
「光明に芽ぐむ日』文化生活 恩期社，赤松克麿「転換 山嘉樹『淫売婦」春
研究会.藤森成吉「狼へ l 期の日本社会運動』厚生 陽堂，細井和喜蔵
(わが労働)J春秋社.林突未 閣書膚，末川|博『ソヴィ 『奴隷」改造社，藤 社会大衆党，日本
1926 T 15 夫『社会政策新原理J早稲田 エト・ロシヤの民法と労 森成吉「礁茂吉E衛門』 労働党，労働農民S 1 働法』改造社. rレーニ
大学出版部，中央職撲紹介事 ン著作集H全10者)レー 新潮社，青野季吉 党
務局「芸娼妓酌婦紹介業に関 ニン著作集刊行会.カウ 「解放の芸術』解放
する調査』中央職業紹介事務 ツキー(櫛国民蔵，大内 社，ゴルキー(蘇武
局，小島mr文化の特質と社 兵衛訳)rマルクス・エ 緑郎訳)r夜の工場
会問題」有斐閣 ンゲルス評伝」我等社 町」昭文堂
北条一雄(褐本和夫〕 中西伊之助「武左衛 全日本農民組合，「方向転換」自揚社，稲
ウォード(小林徳次郎)r社 村隆一『農民運動の経済 門一娯」解放社，星 日本農民組合総同
会問題八購』警醒社，石角春 的並に政治的基礎』ニ松 村欣三『苦力顕の表 盟，社会経済研究 l
1927 S2 之助『浅草裏環』文芸市場社， 堂轡庖，佐野学「マルク 情』春陽堂，黒鳥伝 所'.rインタナショ
佐倉啄三「製糸女工虐待史」 ス主義と無神論』議文閣， 治「豚群』春陽堂. ナルJ. r政治批
解放社 ヤロスラウスキー(瓜生 宮地鶏六「累』学芸
信夫訳)rレーニンの生 社 『労農』涯と事業』希望閤
田所輝明編「社会運動辞典』 産業労働調査所編「無産 日本友異文芸家総述
自陽社，草間八十雄『浮浪者 者政治必携』同人社密底，
合編『戦争に対する
戦争:アンチ・ミリ 日本大衆党，ナッ
と売笑婦の研究』文明協会， 『マルクス・エンゲJレス タリズム小説集』南 プ(会日本無康者
草間八十雄，道家斉一郎「売 全集J(会2n聖+別機) 宋替院，林房雄向調』 芸術辿盟). 日本
1928 S3 春婦論考」史誌出版社.副見 改造社. rスターリン・ 春陽枇，黒鳥伝治
労働組合会国評議|喬雄『帝都における売揮の研 プハーリン著作集J(金 「橘」改造社，山内
究」博文館.壷井繁治「十五 16巻〕白楊社.rクロポ 謙吾「線路工夫」
会，内外社会問題 l
円五十銭Jr戦旗J.越中谷幸1 トキン全集J(全 12巻) 「文芸戦線J.小林多
研究所.r戦旗』
喜二「一九二八年三
一「戒厳令と兵卒H戦旗」 春陽堂 月十五日Jr戦旗』
『大思想エンサイクロベヂア 河上肇『マルクス主義の
社会問題(1)(2)J第20.21 ために』希望閣. レーニ 小林多喜ニ『蟹工船』
巻 春秋社，林突宋夫「社会角 ン〔川内唯彦訳)rロシ 戦旗社，徳永直『太
問題各論』日本評論社.石 71こ於け晶マルクス主義 i湯のない街』戦旗払 rプロレタリアム
春之助『乞食高閣J文入社. の建設」白揚社，デポー 田口速蔵『赤旗の際 「プロレタリア科
1929 S4 今和次郎他編『新版東京案内』 リン(河野重弘，永田広 くところ』文芸戦線 学J.rマルクス主
中央公論と社寄，草子間の八生十活雄」 『水
上労働者 文明 志訳)r哲学とマルクス 社出版部，岩藤雷夫 義の旗の下に』
協会.立野信之「岐阜暴動と 主義』上野寄底，山内封 『賃銀奴隷宣言』南
農民H戦旗J.鹿地亘「木崎 介『ロシア革命運動史』 蛮骨房
村の農民学校H戦旗』 金星社
窪1いね子『キャラ
メノレエ場』戦旗社，
沖野岩三郎 rT目妓解放京語』 林房雄『都合双曲線」
中央公論社.草間八十雄『女 渡辺政之輔『左翼労働組 先進社，貴司山治
給と売笑婦』凡人社，吉田英 合の組織と政策』希望闘， 『ゴー・ストップ」
雄「日稼哀話」平凡社，戸田 田中惣五郎『束洋社会党 中央公論社，明石鉄
貞三『我国現時の社会問題と 考』一元社，スターりン 也『失業者の歌』先進社，村山知義『暴 「プロレタリア文
1930 S5 しての人口問題』山口県，今 (山口信次訳)rサヴェー カ聞記』日:本評論札 学』
和次郎「モデルノロヂオ;考 ト農村の社会主義的建設』 今野賢三『女工戦」
現学」春陽堂，デイール(山 希望閤，パシュカーニス 日本評論社. r社会
内正瞭ほか訳)r社会問題ニ (佐藤栄訳)rマルクス主 文学集J(現代日本
十五講」改造社，赤神良臨 識と法理学』共生閤 文学金集第 39篇)
付金」の社会問題J宣言議社 (中江.酒井，矢野，
安部， 害事徳， 堺， 木
下，大杉〉改造社
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1932 I S 7 
1933 I S8 
1934 I S 9 
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横光利一『機械」白
伊藤秀吉『紅灯下の彼女の生 I.o. ，.~..... ^=~~_I 水社ゐ阪本勝『戯曲活』実業之日本社，伊藤秀吉|鍋山貞親『社会民主主義|
『日本廃娼運動史』廓清会，-1との闘争』希望閣，石浜|資本論』日本評論社，
大槻正一『社会問題と道徳教|知行『マルクス伝』改造|村山知器『東洋車輔 l
育J目黒害底，オッベンハイ I:J~ :_~'::';:~r.:: I工場』往来社.小林IW季刊社会学.1，|社，モロト7 (高山洋吉 1-:=:. :'-':" _ :::;~ 1 
マー(谷川弘実訳)~社会問 I:: :i~ ^l-_~ ... ':~:~~:='多喜三『オルグ』戦 Irソヴェートの剖
1訳)W社会主義は成功し 1:.~-~::"'，，~，: ~-:: 1 題及社会主義.1H本評論tl:， 1"" ~":::=-~~:~''':':''_''. IJ(社4前阿和'1: 郎 Irレー ニン研究.1.
徳永直「大工場I世帯を行く I1つつある モロトフ論則 1; ソ仇 トの帥 Ir無産者法律』
「改造.1，葉山嘉枯1.里村欣三|白揚社， レーニン(山田!と断」創建社，村
「東京暗黒街探訪日『改造.1.1詩作訳)W社会主義と帝11焔『勝利の記録』
佐多稲子「女I.吉んと職漏で|問主義』希望閣 | 1 t-":!..L<，iX.!l，.，.J.3<.rm 内外fl:，徳本直『何
語るJr文学新聞
1 |処へ行く?.l改造牡
『日本本資本主義発達史 l
講座.1(全7巻〉岩波書|
1 :;=:. ~': :.=' _ '."':~ 1堀田昇戸『奴隷市場』
鈴木栄太郎『農村社会調査法JI 1苫，マルクス， レ|
郷土教育連盟，浅野研冥「社|ス(大目黒研究所訳編) 1中外書房， 模村浩
会を診断すよ;怯と犯罪と社 I~共産党宣言」河西害届， 1 ~間島パルチザンの|社会大衆党.日本
|向坂逸郎『レーニン伝.1 I歌Jrプロレタリア|会福利』日東書院，中野鈴子 I~~::~"I. ~.- _ ~ I~~ I =~y-". ~ '..~ I国家社会党.r唯
|改造社，ティーマン(橋|文学J.林房雄「育|
「農民の飢餓Jr働く婦人」・ |本弘毅訳)r社会主義と|年H中央公論.1，藤|物論研究』
大宅壮一「飢餓地欄けめぐ|資本主義』白揚払ゾム 1森成吉 lむのチャー
り同盟員と諮るH文学新聞.11バルト(田辺J忠男訳) I Ic':"'_'， ~":':'::'::~-:~.':'.....I リ← J i'改造』『プロレタリア的社会主 l
議』日本評論社
目レーニン(伊藤弘訳) 1小林多喜二『転形lYJ
島中雄三編『杖会問総辞典J，1 rカール・マルクス』岩|の人々』囚附院，
平凡払工藤英一 l浮浪者昏l波文庫，浅野研真「マル|蹴成育時ふ二つ
語る』大開館書腐，戸田貞三|クス主義物語』大雄閣. I 
| ー |のもの」日本プロレ
『社会調査法』時潮社，永井|小泉信一『マルクス死後 I.~ ~:~_:::.::.::-，.::. I W年報社会学』
| 一 |タリア作家同盟出版
亨『社会問題文典」上下，春|五十年』改造牡，ゴスプ|
秋社，安井誠一郎「社会問題|ラン編(ロシア問題研究|部，大沢幹夫『機関
と社会事業」三省堂 |所訳)rソヴェト五ヶ年|庫」日本プロレタリ
|計画総結果』ナウカ社 |ア演劇同盟出版部
猪俣津南雄抽出陣窮乏の|ァドラッキーモロト71武田麟太郎市ヶ剛
農村』改造社，高木武三郎|編(広島定吉.直井武夫|文幽林，三好卜郎
『飢餓線ょを行くー浮浪者の 1訳) W レーニン哲学~':": I附られの1山刈ナ
種々相」新興出版社，来京府 I-I~'n >>':'~FJ"'_L -";:"';DM Iウカ社，江1換『火|ト』白揚社，高田保馬|
学務部社会;mw東京府不良住 1，: . • -:"" '，: .~':，::: :: ';' 1山の下に』文化集団
11'マルクス経済学論評.1 1 宅地区改良事業方報告内』束 I~，~..~~./ ~~~.~.unu~:_~.. 1社，民木健作『獄』
京府，加問省三附新以後の|改造社.高橋利雄「実地|ナウカ社，平田小六
社会経済思想慨諭』日木評論|時蘇連邦を語る」改造Ir囚われた大地』ナ
社 |社 |ウカ社
中野重治「村の家」
「経済往来.1，貴司山
lロシア問題研究所『ソヴェ|治「石田三成』文学
櫛田民蔵「社会問題』改造社， I ~ :":.::''''.:.''':'~''"，" :~~ -
lト百科事典』ナウカ社， 1案内社，平林たい子
藤林敬三『経済心理学J束洋.: '，~'"，，'~ 1 
|ミユラアレーニング(植 Ir悲しき愛情』ナウカ
出版社，森耕二郎『社会政策 1.'.~~:.:_~ 0 :. _'': 1 
|村諦閲訳)Wマルクス主|礼橋本英脅『炭鉱1
要論』弘文主証書房，長沼弘毅 1.':'::':~7:"':"-.:， ;，.，__:;，-:. 1 |義対社会主義」解放文化|ナウカ社，小熊秀雄
『労働銀行研究』自治刊行社 1:';:，:;-::=-.，，~， --1 
1述盟出版部 11'小熊秀雄詩集』耕
進社.太宰治「遺化
の莱H日本f良浸派』
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大河内一男『独漁枇会政策思
『レーニン重要著作集」 立野信之『流れ」ナ
想史』日本評論社，草間八十
(金27巻〕自掲社， ~)レ ウカ社，武田麟太郎
クス・エンゲルス・レー 『下界の眺め」有光
1936 511 
雄「どん底の人逮』玄林社， ニン研究所(広島定吉訳)
社，高見順「故旧忘
草間八十雄『都市生活の英国 「マルクス年譜』改造社.
考察」財団法人中央教化団体 ゾンパJレト f磁波田春夫 れ得べ書」人民社，
鴻合会 訳)r独逸社会主義』三 伊藤永之介「県」
省堂 『小説」
風早八十ニ「日本社会政策史』
日本評論社，河田岡郎『日本 トロツキイ『裏切られた
社会政策』干倉書房，円谷弘 革命J中央公論社，ジイ
宮本百合子「乳房』
「集聞社会政策学』有斐閣， ド(小松滑訳)rソヴエ
1937 S 12 草間八十雄『灯の女聞の女』 ト旅行記』第一書房，フォ
竹村番房，島木健作
玄林社.草間八十雄「閣の実 イヒトワンガー〔伊東鋭
「生活の探究』河出
器J玄林社，松田解子「一千 太郎訳)rモスコオ・ー 書房
の生霊壱呑む死の硫化泥を行 九三六年』春秋社
くJr婦人公論』
河津遅『社会問題と社会政策』 上床国夫「科学者の観た 間宮茂輔「あらがね」
1938 S 13 
有斐閣，江森盛弥「社会政策』 ソ連』日本評論社.直井 小山番庖，徳永直
三笠書房，山口正『日本社会 武夫「ソヴエト計画経済』
「はたらくー家」三
事業の発展』甲文堂書庖 河出書房
和書房，久保栄「火
山灰地」新潮社
山田節男『貧苦の人々を盛り
て』日本評論社，草間八十雄
編『市内浮浪者調査」東京市
社会局，大原社会問題研究所
編「独逸社会政策と労働戦線』
栗田容腐，協調会編『戦時社
会政策~ 7ランス編， ドイツ 山本勝市『計画経済の根
1939 514 
編.イギリス編.協調曾.中 本問題」理想社，布施勝 金史良「光の中に」 昭和研究会労働問
川与之助「ナチス社会政策の 治『ソ速報告J大阪毎日 『文書首都』 題研究会
研究』有斐閣，昭和研究会労 新聞社
働問題研究会「長期建設期に
於ける我圏労働政策』東洋経
済新報社，永野順造『国民生
活の分析』時潮社，ゾムパル
ト(戸回武雄訳)r社会政策
の理想』有斐閣
大河内男『戦時社会政策論」
ヘルトレ(甫秀三，松尾
時潮社.大河内一男『社会政
策の基本問題J日本評論社，
連平訳)rニイチェと民
1940 S 15 我妻東策『明治社会政策史:
抜社会主義」青年書房， 宮本育合子「広場」 大政翼賛会，大目
士族授産の研究J三笠書房， 独過文化研究所編『民族
『文芸』 本産業報国会
平野婦美子『女教師の記録』
社会主義・ドイツの科学
西村書腐
観』白水社
日本学術振興会議第四小委員
会報告「時局と社会政策」日
伊都政一『計画経済の新
本評論社.属高邦雄「職難枇
1941 S 16 
会学』岩波書庖， シュノレツ
課題.社会主義的計画経
(東城忠男掃)rナチスの社会 済の検討』理想社
政策nナチス哉書)アルス
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ゼjレデ(官富山腹1E訳)rナチ ゲッベルスほか(日独文
1942 S 17 ス独逸社余政策J実業之日本
化協会訳)r国民社会主
社
畿の基本問題』実業之日
本社
篭山原『勤労者休養問題の研
究』千倉書房，松本潤 .n~
伊部政一『社会化計商経
1943 S 18 
『国家と社会理論J河出;ヰW.
ミュノレダー ノレ(河野市l彦訳)
担当論 ソ連計画経済の実
「人口問題と社会政策』協和
説的批判』理想社
書房
社会問題とは，具体的に何安指したのだろうか。柳田泉は，次のように述
べる。
その社会問題はどういうものかといいますと，まづ万人平等，博愛慈善，
男女関係，男性対女性の道徳問題，恋愛観の変化，結婚，家族の倫理，
人生教育，廃娼，禁酒，女性参政，孤児救済，平和，厭戦，富者対貧者，
強者対弱者，国家乃至社会と個人，社会悪の観念，罪悪感の変化，社会
改良，そういったものでありましょう。社会主義文学の先駆となる人道
主義文学は，大抵一つ以上もったものでありますが，その問自ら軽重が
あり，文学という立場からは，貧者，弱者への同情，国家乃至社会と個
人，社会悪の観念などを描いたものが中心となるように思われるのであ
りますω。
これは，明治中期の社会文学のテーマについての記述であり，人道主義の
立場による社会改良の観点で香かれているということを前提としてかなり広
い範囲を含んでいる。
また嘉治隆ーは『明治の社会問題」において次のように述べる。
大ざっぱに云って，それは産業革命以後の社会，云い換えるならば，資
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本主義社会における階級関係に基づいて発生する色々の問題を意味する
と見てよかろう。(中略〉一寸考えて見ても，工業労働者，農業労働者，
商業使用人，俸給生活者，中産階級，婦人，水平社，貧民奴隷，免囚，
廃娼，悪疾治療，托児などに関する様々の問題を含んで居るのが偽らな
い現状である。(中略〉それ故に， I明治の社会問題Jは明治時代の社会
史上に現われた重要な社会問題，並に，社会運動，社会思潮，政治思潮
などの色々の要素の逐次的な研究といった観を呈するであろうへ
ここでの「資本主義社会における階級関係に基づいて発生する色々の問題」
という定義については，時代の影響のもとイデオロギ一色が強L、とすること
も可能であるが，一般的に労働問題や貧困問題をはじめとして多くの社会問
題が，明治時代の資本主義の発展において表面化したり，深刻化したりした
さまざまな問題であることはいうまでもない。
また社会問題の解決を探るため，新たな思想や方法が求められ，社会運動
や社会思想の紹介や論説についても，マ社会問題として扱われたために，社会
問題は，社会思想、や時事問題まであらゆるジャンルを含むことになる。たと
えば. ~月刊大原社会問題研究所雑誌」にある「社会問題関係主要雑誌記事
目録」では，労働問題や婦人問題，そしてマルクス，エンゲルス， レー ニン，
ソヴェート，ファシズム関連はもちろんのこと，アメリカ産業復興法，ブ、ロッ
ク経済，経済会議，軍縮問題や軍需工業などの関連記事も項目にあがってい
る(的。
1930年代の社会問題辞典では，社会問題について， I直接に経済組織その
ものの欠陥に由来せられたるか，もしくは間接に影響されたるかの差異によ
り，広狭の二義に分類し得ることになる」として， I広義の場合には婦人の
解放運動・普通選挙の要求の如きは元より，売淫婦の存在，暗殺の流行，乃
更は家出事件・姦通沙汰の末に更る」とし，また狭義の場合には， I労働問
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題と，その範囲をーにするものとして見倣して差支えなしづとされているω。
加田哲二は， ~明治初期社会経済思想史J (1937 (昭和 12)年)において，
最も初期の社会問題として，旧士族の授産の問題を挙げる。
かくてこの秩禄処分の結果として， (中略〕大多数の士族は，農工商の
何れに帰属するか，またはその一時的給付の貨幣を消費し尽して，自己
の労働力を売るべき巡命 r~陥るかであった。 ζ の士族授産の問題は，極
めて複雑な問題を有しているが，これらの土族の大多数並にその子女が
日本最初の工場労働者，即ち製糸女工の供給源泉であったことは，注意
を要するところである。而して，士族授産の問題は，その階級の解消問
題として，既に明治二十年前後には，大約解決の状態であったのである
が，明治維新の成功とともに士族は没落階級として社会問題を惹起した
第ーのものであった。第二の社会問題として，最も重要なものは，農民
問題である〈九
言うまでもなく，との時代の社会問題の中心は常に労働問題であったが，
資本主義経済の発展により，女性の社会への進出が強いられることで，婦人
問題が労働問題と結びつくことになる。
現在に於て主として経済上の事情に基く大問題が二つある。ーは貧富の
問題で，ーは男女の問題である。言ふ迄もなく貧富の懸隔は古より存し，
男女の区別も二十世紀になって創めて出来た訳ではなL、Q 然るにも拘ら
ず，是等の問題が今日の文明国に於て全く新なる問題なるが知く論議さ
れっ、あるは，貧富の関係乃至男女の関係が，主として経済上の事情に
基き，今や一大変動を生じっ、あるが為である(九
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自足経済の崩壊の為め，家庭の用事が著るしく減った事は，私の先に述
べた所である。然るに自足経済の崩壊は即ち貨幣経済の普及を意味する。
従って家庭に於ける仕事の減少は，同時に貨幣の重要の増加を来すこと，
悲に述べ来たりしが如くである。而して既に是等の事情にして明らかな
らんか，家庭の雑務より解放されし女子が，進んで社会に出で，職を求
め金を儲けんとするに至りし径路も亦， 自ら明かである。(中略〉然る
に一旦製糸会社や紡績会杜に出ることになれば，これは自分の労力を他
人に売って賃銭を儲けるのである。女子が始めて自己独立の所得を有つ
に至るのである。其意味に於いて，そは全く新たなる現象であり，彼等
は全く新たなる女である。ー経済上より見て新たなる現象であり，新
たなる女なるが故に，又精神上新たなる現象を惹起し，心理上新たなる
女とも為る(叩
労働問題を核とし派生した社会問題が社会主義やマルクス主義に覆われた
だけでなく，現実問題として，社会問題の解決杭社会主義やマルクス主義
に求められ，ぞれ以外の選択肢はありえないとされていく。また社会主義や
マルクス主義への弾圧が強まると，社会問題を表向きの「看板」にして社会
主義が論じられるようなこともなされた。このように，社会問題は何よりも
社会主義との関係が重要となるので，次章ではこれについて考えてみる。
2 社会問題と社会主義
社会問題が論じられたピークの時期は， 1920 (大正9)年ごろとされるこ
とが多い。この時代の勢いある文章を紹介しよう。
現代社会問題の叫び声が，世の中の隅々にまで響き渡るようになったこ
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とは，病人が自分の病気に気がついたと同様，先づ以て欣ぶべき事柄で
ある。病気を気に病むは若くないが，病気を覚らぬ病人には手の着けよ
うがない。現代社会には，歴史の永き因縁因果の糾い櫨われる貸借の決
算として，骨がらみの社会病がある，此病を覚ったのが社会的煩悶であ
る。此煩悶の岬きが即ち現代社会問題である。現代社会問題の研究は，
此附きを詩にうたう事ではなく，此病を療治する方案を打ち建つる努力
である (11)。
今や人類の生活は一大回転機にあり，世を挙げて改造の要求に熱中して
居る。社会問題の攻究今日より盛なるは無く，社会運動の勃興今日より
盛なるは無い。此の時に当り，その問題の真相とその連動の真精神と安
了得し，よく挙措を誤まらざる可きは，萄くも文字を解するもの h 急
務で無ければならな~\(I九
前者は，社会問題の解決としての社会主義には反対する立場からのもので
あるし，後者は，社会主識による解決を目指している立場からのものという
違いはあるが，社会問題を解決していこうとする情熱は同じように激しいも
のがある。また，この時期に多数の社会問題本を世に出した安部磯雄は，次
のように述べているo
我国に於て社会問題及び労働問題に関する研究の最も盛に行はれたのは
明治 31年の頃であった。而してこれ等の運動と共に社会主義の研究が
或一部の人々によりて行はれる様になったことは自然の勢であると言は
ねばならぬ附。
このように 1898(明治31)年前後も，社会問題本のピークの時期の一つ
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とされる。このこつの時期の特徴を簡単にまとめると，最初の 1898(明治
31)年ごろのピークは，労働運動や社会主義運動が初めて組織化された時代
である。つまり， 1897 (明治30)年には，初期の労働組合の原点である職
工義友会や労働組合期成会が結成され，翌年には安部磯雄らによる社会主義
研究会， 1901 (明治34)年には，一日で解散させられるが同じく安部らに
よる社会民主党の結成がある。
一方， 1920年ごろは，マルクス主義紹介の最盛期であり，その 1920(大
正9)年には，日本最初のメーデーがあり，日本社会主義同盟が結成される。
1921 (大正10)年には， 日本労働総同盟が設立され， 1922 (大正 11)年に
は，日本共産党が非合法に結成される。前者のピークでは， 1900 (明治33)
年に治安警察法，そして 1910(明治43)年の大逆事件へといたり，後者の
ピー クでは， 1922 (大正11)年に治安警察法の改正を経て.1923 (大正12)
年の関東大震災での社会主義者らへの虐殺，そして， 1925 (大正14)年の
治安維持法公布となる。
これ以外にも， 1930 (昭和5)年前後は，当時画期的とされた円本の講座
本である大宅壮一編集の「社会問題講座』を代表として，円本の社会問題講
座ものが数多く出た時代であり，それも一つのピークというととができるω。
1929年の『社会問題辞典」を編纂した高畠素之は，その出版の動機と目的
について，社会問題が「老幼男女を問わず」誰にとっても， r高等常識」の
「温室」となることはもちろんのこととして，次のように述べている。
72 
議員の立候補演説にも，今日ではもう昔ながらの，既成政党がどうした
の，挙国一致がどうしたのという事だけでは通用しない。一切の政治が
社会化して来る如く，社会問題も政治の重要な部分ぞ占めるようになる
のである。そとで代議士の演説に於いても，旧来の形式的政論のみでな
く，経済問題や，社会問題が可なりに主要な範囲を占めて来なければな
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らない。文芸家が評論を書き，宗教家が青年の聞に伝道し，資本家が労
働争議の対策する場合についても同様であるc1九
ここでいう「政治の社会化」とは，政争に明け暮れることなく，社会問題
に正面から立ち向かうのが政治でなければならないということだけでなく，
当時の社会主義の広がりと浸透が強く意識されている。加国哲二は「わが国
の自由民権論における社会問題に対する態度の変遺Jは，次のような段階を
経過したとする。
(1)個人対個人の平等の主張。 (2)政府に対する人民の価値または存在理由
の主張。 (3)特権政商の存在に対する活動的市民の立場からの自由主義的
攻撃。 (4)社会問題としての農民階級の窮乏の対策。 (5)労働者状態の改善
並に保護の必要の認識。 (6)これらの社会問題対策としての土地共有論
(地租単税論)。これが自由民権論及び運動における社会問題観の運動の
発展の段階である。而して，第三の段階にいたるまでの聞は，自由民権
運動の本体たる自由党は，これを主張することが出来た。しかしながら，
第四以下の段階にいたっては，自由党はその本来の組織構成上，ここま
で進むことは不可能であった。故にこの段落において活動したものは，
単に自由党左翼に過ぎなかったのである。市して彼等の中の進歩派は，
遂に土地固有論にまで発達して行った。かくの如く見地から，社会主義
に向うは実に一歩にして足りる(16)。
労働問題が社会問題の中心である以上，社会問題が社会主義に覆われてい
くのは当然であるが，社会主義とは一線を画する流れも初期のころから明確
である。たとえば，パリのメーデーやブリュッセルでの第2インターナショ
ナル大会に参加した日本人であり，その様子の報告を合めた初期の社会問題
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本を記事にした調井雄三郎については，次のように論じられている。
澗井雄三郎は社会問題の研究に従事していたが，彼は社会主義者ではな
い。社会主義がヨーロッパにおいて，一つの現実連動たることを認める
のであるが，彼はこれに対して同意を与えるものではな~，(I九
社会主義の立場をとるにせよ，とらないにせよ，いずれも社会の矛盾から
目をそらさずに，真撃に対応すべきということで，改革へのスタンスの違い
はありながら，両者揮然一体となって，社会問題への認識が強まっていく。
社会主義についての認識が深まるにつれ，またそれをもとにした社会運動
が強まるにつれ，社会問題への対応として，社会主義が前面に出ることにな
る一方で，よく知れられるように，資本主義体制や私有財麗制を否定する社
会主義とは一線を画した社会改良主轟的な対応としての社会政策が強調され
る。
身体の病を治療するに応急法と根治法との二つあるが知く社会の疾病を
治療するにもニつの方法がある。第一の方法は現在の社会組織其憧に保
存し，単に必要に応じて種々なる改善を加へんとするのである。(中略)
然るに第二の方法は現在の社会組織が貧乏安来したる所の大原因である
と信ずるが故に，先づこれを根本的に破壊して，其代りに全然新しき組
織を以てせんとするのである。(中略)前者は改良であって後者は改造
である。市して第ーの方法を普通社会政策若くは社会改良主義と称し，
第二を社会主義と称して居る(1九
1918 (大正7)年の河上肇の『社会問題管見」では，その内容は，既にマ
ルクスの生涯や方法が中心になっており，社会主義に批判的な社会政策学派
74 (208 ) 
社会問題本と人権
を批判し，次のように述べる。
現時の我国に於ても，社会政策を口にする者は朝野に少からず。然れど
も余を以て見れば，多くの論者は皆ベンタム， ミルの亜流に過ぎず。例
へば彼等は知何に熱心に労働者の保護を主張しつ』ありとするも，市か
も其動機が之に依りて一国の産業を盛ならしめんとするに在る限り，そ
は生産政策の一部としての労働保護策に止まり，本来社会政策を以て目
すべきものに非ず。社会政策と謂ふ以上は，分配の為め分配政策ならざ
る可らず。生産の為めの分配政策ならば，名は何と調ふとも，其実一個
の生産政策に過ぎざるものである(則。
社会問題に関する研究会を改称し発足した社会政策学会は， ["資本主義制
度を維持する見地から，国家の介入による社会問題の解決を望み，その方向
を研究しjC却)ていくが，対抗者としての社会主載を失うことで，戦争や労働
力の動員などの国策に従うようになった社会政策による解決を目指すことに
なるo すなわち，社会政策が国家の安寧の擁護者であることを強調し社会主
轟を感情的に排斥することで， ["富者」支配による「腐敗堕落」した社会の
秩序を維持せんとする立場となり，治安対策的発想による「救済」に陥るこ
とになつたと批判される(仰z副ω1)
戦後になると，社会主義やマルクス主義が再興し，アカデミズムや社会運
動で大きな勢力になるにつれて，再び，社会主義による社会問題の解決を当
然のものとし，それ後前提とせずに社会問題を論じる立場は， ["科学的Jな
社会主義の思想・運動に比べて未熟であるとか遅れているなどとして評価さ
れるようになる。
社会問題をめぐる流れを整理すると，次のような図表になる。
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1890 1920 1930 1940 1950 1980 
〈 社会問題本
図1 社会問題の認識と社会問題本
表1 社会問題の動機，解決手段，理念
動機(認識〉→ ←解決手段 理念(理論) コメント
① 人道主義 社会問題 社会運動 × 理念の不在
② 人道主義 社会問題 社会運動 社会主義 理念の存在
③ 社会主義 社会問題 社会運動 社会主義 理念の先行
④ × 社会問題 社会運動・社会政策 × 理念の欠落
⑤ × 社会問題 社会政策 × 理念と運動の欠落
⑥ 人 権 社会問題 社会運動・社会政策 人 権 普遍的理念
まず①では，人道主義的な動機が，社会問題を認識させ，社会運動が起こ
る。しかし，社会主義はまだ，理念としてはあまり認識されていなL、。次に
②では，理念として社会主義が定着し，運動を牽引する。さらに③では，社
会主義が勢いづくと，その理念に基づいて社会問題が認識されるようになる。
しかし④では，社会主義が弾圧され，その代わりに社会政策が強調され，さ
らには⑤，社会運動自体も制限された上で，国の方針に従って社会政策が実
行されるわけである。これは戦時中のさまざまな社会政策を示している。
戦後にはいったん③の状態に戻ったが，社会主義の「崩壊」と運動への「幻
76 (210 ) 
社会問題本と人権
瀦」の時代になると，社会問題と社会政策だけの「閉じされた」状態，すな
わち理念や運動の不在により，新たな問題の認識や取り組みがなされにくい
時代が続いてきた。ある意味では，それは⑤に近いものであったといえる。
そして⑥では，ょうやく人権が動機としても，理念としても定着することで，
新たな問題の認識や取り組みがなされるだけでなく，その理念の普遍性によ
り，国連などをはじめとする国際機関の勧告などを含め，世界的経験，すな
わち他国での社会問題や社会政策の成功例や問題点を参考にして，自国の社
会問題の状況の評価や批判をすることが容易となる。ただし，人権という理
念は，個別性を出発点とする性格が強いために，社会主識に比べると，連帯
を生み出しにくい面を持っているので，注意する必要がある(ヘ
3 r社会」の氾濫
明治期は， r昆虫社会」という本が発禁になったという「逸話」にみられ
るように，.r社会」という言葉すら使いづらかったとも言われるが， しかし，
特定の時代やケースを除き，全体としては明治中期から戦時中まで「社会J
という言葉は氾潰していたと見てよいだろう。石田雄は， ~日本の社会科学」
の第二章 r社会」の意識化と社会政策学会」において，西欧における市民
社会が「それ自身の秩序を持つ統一体(中略〕とみなされるのに対して， 日
本の場合には， r社会」とは急速で肢行的な工業化の過程で，統一的な既存
の秩序からはみ出し，おちこぼれた部分として意識された。すなわち，なお
明治後期においては，一度出来上った市民社会の内部対立あるいは矛盾から
「社会問題」が発生したというよりは， r社会」そのものが，元来「問題的」
なものとして成立したとみるべきであろう」とした制。そして，石田雄は，
「国家」と「社会」の関連について， r日本では「社会」が未成熟で，ょうや
く「社会問題」が意識にのぼりはじめたこの明治後期において，早くも「国
、 、 』 ， ，???
? ?
? ??
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家」が「社会」を吸収，包摂する傾向がみられる」とした則。
確かに， I社会Jの氾撤が，国家主義につながるのは，市民社会が未成熟
であるという面もあるだろう。しかし，このように「市民社会」という媒介
項を入れたうえで，国家と社会を対立させて考えるというよりもむしろ，
「社会」そのものが， Iデモクラシー」までも巻き込み，反個人主義を推し進
め，自由や人権を抑圧する強権国家そのものと強く結合する側面があること
を直視することが重要になる。まさに旧社会主義諸国の行く末もその形のー
つだったといえる。
A 
個人・人権
市民社会
社会 Ivs 巨ヨ
B 
|訟主義|
vs 
?
〉
? ?
(自由権)
図2 国家と社会
Aのように，社会について市民社会を想定して，国家と対立させて考え
る場合， I社会」の氾濫は，国家への批判や対抗として，国家の暴走をチェッ
クする力が働くようにみえる。しかし実際は， Bのように，社会運動やデモ
クラシーにより国家に対し社会政策が求められ，国家はその時々の必要に応
じて社会政策を遂行することで，その社会と国家の聞での往復サイクノレが完
結してしまい，イ同人や個人主義は，国家どころか，社会からも排除される可
能性がある。すなわち，国家が「反社会性」ゃ「反社会的」という意味を一
方的に固定し，異質にみえる桐人の意見を抑圧することになる。現在の人権
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においても，社会政策により人権を擁護する社会権は，国家に依存しがちで
あり，それらが個人の自由権に優先したり，対立したりする危険性がある。
1930年ごろの円本時代の『社会問題辞典」には，人権の項目はなく，現
在のそれにあたるものは， r個人主義」となる。「社会思想の根本原理」には
「社会又は国家を本位とする主張と，人類の各個人を本位とする思想が，絶
えず対立的に存在していたものである。前者を広義に於ける社会主義一ーも
し社会主義なる名辞が経済学上のー学説と混同され易ければ団体主義」ー又
は国家主義であり，後者が即ち個人主義である」とされる。「政治的個人主
義」においては，グロチウス，スピノザ，ポップス，ロックらは， r人間自
然の権利なるものを認め，各人は皆その権利の上に立脚する故に，国家は個
人のために存在するものだとの立論をなした慨。
そもそも，ファシズムや国家主義だけなく，社会主義もその起源からして，
反個人主義の側面は強いのであるが，さらに言えば，デモクラシーも簡単に
反個人主義的となりうる。
社会と個人，全体と一人の有機的の関係に於てその個人が，その一人が，
社会と全体との意志を表現するところに，デモクラシイの生活があるの
である。故にデモクラシイは，個人主義ではない，個人を主とし個人の
生活を本位とする主義ではない，団体を主とし，団体の生活を本位とす
る主義である。即ち団体主義である。団体の中の一員として，その団体
の意志，即ち謂ふ所の総意を表現するのが，デモクラシイの生活なので
ある。団体主義は。之が産業的経済的の方面に現はれた場合にはコレク
チヴイズム即ち集産主義となる制。
「社会」の氾濫のなかで，社会問題を解決しようとする力には，個人に反
する契機があるということである。そもそも社会問題は，労働者，貧民，女
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性などの対象について，それぞれ個人としての悲惨さに人道的に対応しよう
としたことが出発点である。しかしそこから，貧困の原因については個人の
問題よりも，社会の問題とされ，また貧困の対象私個人というよりは社会
階級，社会集団とされて，対策が図られる。!そとまではよい。しかし，様々
な自由が失われることで社会が閉じていき，そのなかで、「改革」・「改造」が
図られていくと，本来の目的である個人が軽視され，さらには社会からはじ
かれた個人を無視するような解決がまかりとおることになる。
民主化の理論の一般的な図式では，選挙を中心にした政治的権利と反対や
批判の権利を中心にした自由というこつの要素により論じられることが多
い(2九この二大要素は，たとえば. Freedom HouseのFreedomin the 
Worldにおける自由民の測定における PRCPolitical Rights)とCL(Civil 
Liberties)による分析などにもつながり側，また「自由民権」運動におい
て，自然権に基づいた自由を求める方向と，国会や選挙権の拡大をめざした
民権を求める方向に分けられることにもみられるように，かなり普遍性のあ
る分け方である。
しかし，それに社会という要素を加えて，三決元にして考えると，自由が
抑えられ，社会の方向へだけ改革の流れが傾く場合は，本来，政策の失敗を
チェックし，批判するフィードパックが欠けた歪んだ政治体制となる。この
プロセスは.r社会」の氾濫が，なぜ戦争や人権抑圧を防げなかったという
問いに対する一つの答えとなる。また独裁体制や全体主義体制について，一
枚岩的なもののように表面的にみなすのではなく，そこには多様な社会問題
に対処するための活発な社会運動が存在しているというように動的にとらえ
る契機となる。また社会主義者や社会活動家たちが社会運動を続けながら，
独裁体制や戦争に協力してしまうという転向のメカニズムを説明する一助と
もなる (29)。
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A 一般的な民主化の図(ニ次元〕
Y:自由権
X:政治的権利
B 民主化の図(三次元)
Z:社会社会機
Y:自由自由権
X:民権政治的権利
C 歪んだ民主化の図(社会(権)>自由(権))
Z:社会社会権
??????、
??
X:政治的権利
図3 民主化と社会
人権において，社会権と自由権が補完し合わなければならないにもかかわ
らず，それら二つの人権の補完性を根拠づけることが，それほど簡単ではな
いことについては論じることはしないが，ここでは，国家と社会の関係が閉
じることなし個人が排除されないようにするために自由権を前提とした政
策のフィードパック，すなわち情報の公開と批判の自由が保証されるべきで
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あるということだけを指摘しておく。また社会主義不在の時代においても，
様々な社会問題の認識とそれらへの対処が，ばらばらに孤立することなく，
多様な問題を関連づけて捉えるためにも，人権の普遍性の確認が重要である
と考えられる。
《注》
(1) たとえば，世界人権問題研究センター，上回正昭編『人権歴史年表』山川出
版社， 1999年を参照のこと。
(2 ) この年表を作成するにあたっては，主として以下の文献及び国立国会図書館
のOPAC，IデジタルコレクションJ(http://dl.ndl.go.jp)， ICiNii:大学図書
館の本をさがすJ(http://ci.nii.ac.jp/books/)， I日本の古本屋J検索サイト
(https:!/www.kosho.or.jp/products/list.php?mode需from_header)などを
参照した。
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